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はじめに 

ここでは、マニュアルに関する次の内容について説明します。 

• 対象者 

• 表記規則 

• ドキュメントのフィードバック 

 

対象者 

本書は、以下を対象としています。 

• ネットワークプランナー。 

• フィールドテクニカルサポートおよびサービスエンジニア。 

• サーバーで作業するサーバー管理者。 

 

表記規則 

次の情報では、マニュアルで使用されている表記法について説明します。 

コマンドの表記法 
 

コンベンション 説明説明 

ボールド体 太字のテキストは、次のように文字どおり入力するコマンドとキーワードを表します。 

斜体 斜体のテキストは、実際の値に置き換える引数を表します。 

[ ] 角カッコは、オプションの構文選択(キーワードまたは引数)を囲みます。 

 

{ x y.} 
中カッコは、必要な構文選択のセットを縦棒で区切って囲みます。縦棒から選択します。 

 

[ x y.] 
角カッコは、縦棒で区切られたオプションの構文選択肢のセットを囲みます。この中から1

つを選択するか、または何も選択しません。 

 

{ x y.}* 
アスタリスク(*)で囲まれた中括弧は、必要な構文の選択肢を縦棒で区切って示しています。

この中から最低1つを選択します。 

 

[ x y.]* 
アスタリスク(*)付きの角カッコは、オプションの構文の選択肢を縦棒で区切って示していま

す。ここでは、選択肢を1つ選択するか、複数選択するか、選択しないかを選択できます。 

 

&<1-n> 
引数またはキーワードと引数の組み合わせは、アンパサンド(&)記号の前に1～n回入力で

きます。 

# シャープ記号(#)で始まる行はコメントです。 

 

GUIの規則 
 

コンベンション 説明説明 

ボールド体 
ウィンドウ名、ボタン名、フィールド名およびメニューアイテムは太字で表示されます。

たとえば、New userウィンドウがオープンしたらOKをクリックします。 

 

> 
複数レベルのメニューは、山カッコで区切られます。たとえば、File>Create>folder。 



記号 
 

コンベンション 説明説明 

 
重要な情報に注意を喚起する警告で、理解されていなかったり、守られていなかったりす

ると、人身事故につながる可能性があります。 

 
重要な情報に注意を喚起するアラートです。重要な情報を理解またはフォローしていない

と、データの損失、データの破損、またはハードウェアやソフトウェアの損傷が発生する可

能性があります。 

 重要な情報に注意を喚起するアラート。 

注: 追加または補足情報を含むアラート。 

 有用な情報を提供するアラート。 

 

ネットワークトポロジアイコン 
 

コンベンション 説明説明 
 

 

 
ルーター、スイッチ、ファイアウォールなどの汎用ネットワークデバイスを表します。 

 

 

 
ルーターまたはレイヤ3スイッチなどのルーティング対応デバイスを表します。 

 

 

レイヤ2またはレイヤ3スイッチなどの汎用スイッチ、またはレイヤ2転送およびその他

のレイヤ2機能をサポートするルーターを表します。 

 

 

アクセスコントローラ、統合有線WLANモジュール、または統合有線WLANスイッチ

上のアクセスコントローラエンジンを表します。 

 

 

 
アクセスポイントを表します。 

TT型型  
 
ワイヤレスターミネータユニットを表します。 

TT型型  
 
ワイヤレスターミネータを表します。 

 

 

 
メッシュアクセスポイントを表します。 

 

 

 
全方向信号を表します。 

 

 方向信号を表します。 
 

 

ファイアウォール、UTM、マルチサービスセキュリティゲートウェイ、ロードバランシ

ングデバイスなどのセキュリティ製品を表します。 

 

 

ファイアウォール、ロードバランシング、NetStream、SSL VPN、IPS、またはACGモジ

ュールなどのセキュリティモジュールを表します。 

 

本書で提供される例 

このドキュメントの例では、ハードウェアモデル、構成、またはソフトウェアバージョンがデバイスと異なるデ

バイスを使用する場合があります。例のポート番号、サンプル出力、スクリーンショット、およびその他の情

報が、デバイス上の情報と異なることは通常です。 



ドキュメントのフィードバック 

製品ドキュメントに関するご意見はinfo@h3c.comまで電子メールでお送りください。ご

意見をお寄せいただければ幸いです。 
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はじめに 

このドキュメントでは、HDM、BIOS、CPLD、LCD、電源装置、またはGPUFPGAファームウェアをHDMまた

はFISTからアップデートする手順について説明します。 

 

ファームウェアの更新方法 

ファームウェアの更新方法は、表1に示すように、アプリケーションのシナリオによって異なります。 

表1 ファームウェアの更新方法 
 

Update

メソッド 

アプリケーシ

ョンのシナリ

オ 

 

適用可能なファームウェア 

 

備考 

 
 

HDM 

 

 
1台のサーバーでのフ

ァームウェアの更新 

 

HDM、BIOS、CPLD、BPCPLD、

DBCPLD、STBCPLD、PDBCPLD、

PDBSCPLD、NDCPLD、

AUXCPLD、PFRCPLD、

OCPCPLD、GPUCPLD、

PSWCPLD、PSU、LCD、
GPUFPGA 

強制的な構成のリストア、

工場出荷時のデフォルト

のリストア、または 

ユーザー設定の設定は

保持される 

 

FIST 

 

1台または複数台のサー

バーで一括してファーム

ウェアを更新 

HDM、BIOS、CPLD、DBCPLD、

STBCPLD、PDBCPLD、

PDBSCPLD、NDCPLD、AUXCPLD、

PFRCPLD、OCPCPLD 

 

ユーザーが構成した設定

が保持されている場合のみ

更新をサポート 

 

制限事項およびガイドライン 

更新されたHDM、BIOS、およびCPLDファームウェアが相互に互換性があることを確認します。 

G3サーバーの場合、BIOSにはBIOS-1.00.XXおよびBIOS-2.00.XXを含む複数のバージョンシリーズが

あります。BIOSを現在のバージョンとは異なるバージョンに更新する場合は、次の制限事項およびガイド

ラインに従ってください。 

• HDMを使用してBIOSを更新するには、Forced Restoreを選択します。R6900G3サーバーの場合

は、BIOSの更新後にCMOSをクリアする必要があります。CMOSをクリアするには、次のタスクを実

行します。 

a. サーバーの電源を切り、電源コードを抜きます。 

b. システムバッテリを取り外します。5分間待ってから、システムバッテリを取り付け直します。 

c. サーバーの電源を入れます。 

• FISTはデフォルトでユーザー設定の設定を保持するため、FISTを使用してBIOSを更新しない

でください。FISTを使用してBIOSを現在のバージョンとは異なるシリーズのバージョンに更新す

るには、テクニカルサポートにお問い合わせください。 

新しいファームウェアを有効にする方法は、ファームウェアの種類によって異なります。表2に記載されて

いる方法に従って、新しいファームウェアを有効にしてください。 
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表2 新しいファームウェアを有効にする方法 
 

ファームウェアの種類 新しいファームウェアを有効にする方法 

 
 

HDM 

プライマリ/バックアップのスイッチオーバーを実行してから、更新プロセスを再度繰り返

します。 

HDMファームウェアの更新では、バックアップイメージのみが更新されます。プライマリ

イメージとバックアップイメージの両方を同じバージョンに更新するには、ファームウェア

の更新を2回実行する必要があります。 

• BIOS サーバーを再起動します。 

ファームウェアの種類 新しいファームウェアを有効にする方法 

• GPUFPGA  

CPLD 
方式はデバイスモデルによって異なります。詳細については、「CPLDファームウェア

の更新」を参照してください。 

PFRCPLD CPLDを再起動します。詳細については、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• DBCPLD 

• STBCPLD 

• PDBCPLD 

• PDBSCPLD 

• NDCPLD 

• OCPCPLD 

• GPUCPLD 

• PSWCPLD 

 
 
 

 
サーバーの電源を切り、電源ケーブルを接続し直してから、サーバーの電源を入れま

す。 

AUXCPLD ブレードサーバーを再インストールします。 

• PSU 

• LCD 

 

ファームウェアは更新後に自動的に有効になります。 

BPCPLD HDMを再起動します。 
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適合製品 

このドキュメントは、次の製品に適用されます。 

• AE100 

• H3C UniServer B5700 G3 

• H3C UniServer B5800 G3 

• H3C UniServer B7800 G3 

• H3C UniServer E3200 G3 

• H3C UniServer R2700 G3 

• H3C UniServer R2900 G3 

• H3C UniServer R4100 G3 

• H3C UniServer R4300 G3 

• H3C UniServer R4400 G3 

• H3C UniServer R4700 G3 

• H3C UniServer R4900 G3 

• H3C UniServer R4950 G3 

• H3C UniServer R5300 G3 

• H3C UniServer R6700 G3 

• H3C UniServer R6900 G3 

• H3C UniServer R8900 G3 

• H3C UniServer B5700 G5 

• H3C UniServer R4700 G5 

• H3C UniServer R4900 G5 

• H3C UniServer R4950 G5 

• H3C UniServer R5300 G5 

• H3C UniServer R5500 G5 

• H3C UniServer R6900 G5 

HDMからのファームウェアの更新 

HDM Webインターフェースは、時間の経過とともに変更される場合があります。このセクションの図は、説明

のみを目的としています。 

 

HDMの更新 

HDMは1つのプライマリファームウェアイメージと1つのバックアップファームウェアイメージをサポートしてお

り、常にプライマリイメージを実行します。HDMファームウェアの更新により、バックアップファームウェアイメ

ージが更新されます。 

HDMサービスへの影響を最小限に抑えるため、HDMは次の方法を使用してHDMファームウェアを更新しま

す。 

1. HDMファームウェアを更新すると、バックアップファームウェアイメージがアップロードされた更新イメ

ージに置き換えられます。 
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2. 更新後の再起動時に、HDMはプライマリおよびバックアップHDMイメージの役割を自動的に変

更します。その後、HDMは更新イメージ(現在はプライマリイメージ)を使用して再起動します。 

3. 更新後にHDMを再起動しない場合は、更新されたイメージを実行するために、HDMのプライマ

リ/バックアップスイッチオーバーを手動で実行する必要があります。プライマリ/バックアップスイ

ッチオーバーの詳細は、H3C Servers HDM User Guideを参照してください。 

制限事項およびガイドライン 

更新の失敗を避けるために、更新中は電源を入れたり、切ったり、電源を切ったりしないでください。 

一度に1人のユーザーのみがファームウェアを更新できます。複数のユーザーがファームウェアを更新しよう

とすると、最初に更新を開始したユーザーのみがこの操作を実行できます。 

HDMの一部の機能は更新中に使用できません。詳細については、「H3C Servers HDM User Guide」を参

照してください。 

前提条件 

• HDM Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• 最新のHDMファームウェアイメージをH3C Webサイトから取得し、イメージファイルをローカルPCに

保存します。更新の失敗を回避するには、更新イメージファイルにベンダーシグニチャが含まれてお

り、破損していないことを確認します。 

• 不注意による設定の損失を回避するには、設定をバックアップします。 

手順 

1. 図1に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてHDMを選択します。次に、更新イメージ

ファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、ファイルのアップロードに使用するインターフェースのIPアドレス

とイメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてHDMを選択します。 

b. 更新完了後のHDMの再起動方法を選択します。更新完了時にHDMを自動的に再起

動するか、後で手動でHDMを再起動できます。 

c. (オプション)HDMファームウェアの更新後にユーザーが設定したすべての設定を削除するには 
Restore factory defaultを有効にします。 

d. 「次へ」をクリックします。 
 

警告! 

Restore factory defaultオプションを選択すると、HDMの起動時にユーザーが構成したすべての設

定が削除されます。 
 

 

このオプションを選択する場合は、サービスへの影響を理解していることを確認してください。この

オプションを選択した場合、ファームウェアの更新後にHDMに初めてサインインするときに、デフ

ォルトのユーザーカウント設定を使用する必要があります。詳細は、「H3C Servers HDM User 

Guide」を参照してください。 
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図1 更新用の新しいHDMファームウェアイメージの指定 

 

 

3. 新しいファームウェアイメージのバージョンが正しいことを確認し、[次へ]をクリックして更新プロセ

スを開始します。 

図2 HDMファームウェアイメージのバージョンの確認 

 

 
4. 更新の完了後、手動再起動を選択した場合は、HDMを手動で再起動します。自動再起動を選

択した場合は、HDMが自動的に再起動されます。 

プライマリ/バックアップのスイッチオーバーは、HDMの再起動時に自動的に実行されます。 

5. HDMに再度サインインします。プライマリファームウェアイメージが更新されたことを確認します。 

プライマリイメージとバックアップイメージの両方を同じバージョンに更新するには、HDM更新を再度

実行することをお勧めします。 
 

注意: 

ブラウザのキャッシュをクリアしてから、HDMに再度サインインすることをお勧めします。 

ブラウザのキャッシュをクリアすると、HDMに再サインインした後にWebページの内容が正しく表示さ

れます。 
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図3 Primaryファームウェアイメージがアップグレードされたか検証する 

 

BIOSのアップデート 

この項では、HDM WebインターフェースからサーバーのBIOSまたはMEファームウェアを更新する方法

について説明します。HDMの詳細は、HDMのオンラインヘルプを参照してください。 

制限事項およびガイドライン 

• 更新中にデフォルトのBIOS設定の復元を選択した場合、BIOSのブートモードはUEFIブートモードに

変更されます。サーバーのOSがレガシーモードでインストールされていた場合は、OSを正常に起動

するためにBIOSブートモードをレガシーに変更する必要があります。 

• RstE内蔵RAIDコントローラがRAID構成に使用されていて、OSがインストールされている場合は、

BIOSアップデート後に、Configure sSATA AsフィールドとConfigure SATA Asフィールドを

RAIDに設定します。 

• ファームウェアの更新エラーを回避するために、電源装置が冗長性のある状態で正しく動作し

ていることを確認してください。 

• HDM Webインターフェースには、サーバーの再起動後にのみ、更新されたBIOSバージョンが表示さ

れます。 

• サーバーが電源オンまたは電源オフの状態の間にBIOSを更新できます。サーバーの電源が入

っている場合は、BIOS更新を実行する前に、OSまたはUEFIシェルにアクセスしていることを確

認してください。 

• Retainオプションが選択されていても、BIOSアップデート後に次の設定が失われます。 

 mLOMイーサネットアダプタの設定。BIOSに保存されます。 

 サーバーがR6900G3サーバーの場合は、Frontページの設定。 

• BIOSファームウェアをダウングレードすると、ユーザー設定のBIOS設定はすべて失われます。 

• 更新後に新しいファームウェアを有効にするには、サーバーを再起動する必要があります。再

起動中にBIOS更新を再度実行しないでください。実行すると、BIOSエラーが発生する可能性が

あります。 

• Intelプロセッサがインストールされているサーバーでは、Forcedly restoreオプションを指定して

BIOSを更新した後に、HDMから適切な電源オフを実行してサーバーを再起動しないでください。適

切な電源オフを実行すると、ME例外が発生する場合があります。 

前提条件 

• HDM Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• 最新バージョンのBIOSファームウェアをH3CのWebサイトから設定端末にダウンロードします。

更新に成功するには、BIOSファームウェアイメージにベンダーの署名があり、改ざんされていな

いことを確認してください。 

• 設定の損失を回避するには、BIOS設定ファイルをバックアップします。 

• ベストプラクティスとして、Localイメージのアップロード方法を使用してBIOSファームウェアイメージ
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をアップロードするようにHDMを設定します。 

 

手順 

1. 図4に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

図4ファームウェアの更新ページ 

 

 

1. 図4に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

 

作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. Firmware typeリストからBIOSを選択します。 

b. Firmware imageフィールドのBrowseをクリックし、ローカルに保存されているBIOSファームウ

ェアイメージを選択して、ファームウェアイメージをアップロードします。 

c. 更新するファームウェアを選択します。オプションには、BIOS+ME、BIOS、およびMEがあります。
デフォルトは次のとおりです。 
BIOS+ME。この手順は、インテルプロセッサーがインストールされているサーバーでのみ使用でき
ます。 

d. サーバーが電源オン状態の場合は、サーバーの再起動方法を選択します。 

更新後すぐに、またはスケジュールされた時間にサーバーを自動的に再起動できます。または、

Manual rebootを選択してサーバーを手動で再起動することもできます。 

e. アップデート後にデフォルトのBIOS設定に戻すかどうかを選択します。 

− ユーザー設定のBIOS設定を保持するには、Retainを選択します。 

− ユーザーが設定したBIOS設定を削除するには、RestoreまたはForcedly restoreを選択し

ます。Forcedly restoreオプションを使用すると、BMCはBIOSフラッシュを書き換えること

ができます。このオプションは、BIOSが正しく動作せず、他の方法でアップグレードできない

場合に使用できます。 
 

注意: 

• Forcedly restoreオプションを選択すると、サーバーが新しいファームウェアで起動するとき

にユーザーが設定したすべてのBIOS設定が削除されます。このオプションを選択する場合は、

サービスへの影響を理解していることを確認してください。 
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•  
 

f. Nextをクリックします。 

2. 新しいBIOSファームウェアのバージョンが正しいことを確認し、Nextをクリックして更新プロセスを開始

します。 

 

図5BIOSのバージョンの確認 

 

 
 

 
3. Manual rebootを選択した場合は、サーバーを再起動します。 

設定の確認 

サーバーが再起動したら、でBIOSバージョンが正常に更新されたことを確認します。 
HDM Webインターフェイスのダッシュボードページ。 

 

CPLDファームウェアの更新 

次のタイプのComplex Programmable Logical Device(CPLD)ファームウェアを更新するには、このタス

クを実行します :CPLD、PFRCPLD、DBCPLD、STBCPLD、PDBCPLD、PDBSCPLD、NDCPLD、

OCPCPLD、およびAUXCPLD。 

さまざまなタイプのCPLDファームウェアについて詳しくは、表3を参照してください。 

表3 さまざまなタイプのCPLDファームウェアの概要 
 

ファームウェア名 説明説明 

CPLD サーバーのシステムボードのプライマリCPLDファームウェア。 

• PFRCPLD 

• STBCPLD 

• AUXCPLD 

サーバーのシステムボード用のセカンダリCPLDファームウェア。

異なるタイプのCPLDファームウェアのサポートは、サーバーモデ

ルによって異なります。詳細については、表4を参照してください。 

DBCPLD プロセッサーメザニンボード用のCPLDファームウェア。 

PDBCPLD PDBのプライマリCPLDファームウェア。 

PDBSCPLD PDB用のセカンダリCPLDファームウェア。 

NDCPLD コンピュートモジュールのCPLDファームウェア。 

OCPCPLD OCPネットワークアダプタ用のCLPDファームウェア。 
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制限事項およびガイドライン 

CPLDの更新に失敗すると、サーバーは使用不可になります。サーバーにアクセスできない場合は、テクニ

カルサポートに連絡してください。 

前提条件 

• HDM Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• 最新バージョンのCPLDファームウェアをH3CのWebサイトから構成端末にダウンロードします。

正常に更新するには、CPLDファームウェアイメージにベンダーシグネチャがあり、改ざんされて

いないことを確認してください。 

• ベストプラクティスとして、Localイメージアップロード方法を使用してCPLDファームウェアイメージを

アップロードするようにHDMを設定します。 

手順 

更新手順は、CPLDファームウェアのタイプによって異なります。このセクションでは、例としてCPLDファーム

ウェアを更新します。 

CPLDファームウェアを更新するには、以下の手順に従ってください。 

1. 図6に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

図6 ファームウェアの更新ページ 

 

 
2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてCPLDを選択します。次に、更新イ

メージファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択する場合は、イメージのアップロードに使用するインターフェースのIPアドレスと

イメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてCPLDを選択します。イメージ名に

は接尾辞を含める必要があります。 

b. Nextをクリックします。 

3. 現在のイメージバージョンとイメージファイルバージョンが正しいことを確認し、Nextをクリックしま

す。ファームウェアの更新が開始され、更新の進行状況が表示されます。 
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図7 ファームウェア情報の確認 

 

 
4. 新しいファームウェアを有効にします。表4を使用して方法を決定します。 

表4 新しいCPLDファームウェアを有効にする方法 
 

ファームウェアの種

類 

使用可能なサーバー 新しいファームウェアを有効にする方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CPLD 

• R2700 G3 

• R2900 G3 

• R4400 G3 

• R4700 G3 

• R4900 G3 

• R5300 G3 

• R4700 G5 

• R4900 G5 

• R4950 G5 

• R5300 G5 

• R5500 G5 

• R6900 G5 

 
 
 
 
 
 

CPLDを再起動します。詳細については、「H3C 

Servers HDM User Guide」を参照してください。 

• AE100 

• B5700 G3 

• B5800 G3 

• B7800 G3 

• B5700 G5 

 
 

ブレードサーバーまたはAEモジュールを取り付け直し

ます。 

 

その他のサーバーモデル 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電源を入

れ直します。 

 

STBCPLD 
 

R6700 G3 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電源を入

れ直します。 

 

DBCPLD 
• R6700 G3 

• R6900 G5 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電源を入

れ直します。 

• PDBCPLD 

• NDCPLD 

• R6900 G3 

• R8900 G3 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電源を入

れ直します。 

 

PDBSCPLD 
 

R8900 G3 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電源を入

れ直します。 

AUXCPLD B7800 G3 ブレードサーバーを再インストールします。 
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OCPCPLD R6900G5 
電源コードを再接続した状態でサーバーの電

源を入れ直します。 

 • R4700 G5  

 • R4900 G5  

PFRCPLD 
• R4950 G5 

• R5300 G5 
CPLDを再起動します。詳細については、「H3C 

Servers HDM User Guide」を参照してください。 

 • R5500 G5  

 • R6900 G5  

 

パワーサプライファームウェアの更新 

この項では、HDM Webインターフェースからサーバーの電源ファームウェアを更新する方法について説明し

ます。HDMの詳細は、HDMのオンラインヘルプを参照してください。 

パワーサプライのファームウェアの更新は、R4400G3、R4900G3、R5300G3、R4700G5、R4900G5、

R4950G5、R5300G5、R5500G5、およびR6900G5でのみ利用できます。 

前提条件 

• HDM Webインタフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照してく

ださい。 

• 最新バージョンのパワーサプライファームウェアをテクニカルサポートから構成ターミナルにダウンロ

ードします。正常に更新するには、パワーサプライファームウェアイメージにベンダーの署名があり、

改ざんされていないことを確認してください。 

• HDMのバージョンが2.XXの場合は、テクニカルサポートに連絡して、使用可能な更新方法(即時更

新またはサーバーの電源を切った後の更新)を確認してください。 

制限事項およびガイドライン 

• 更新する前に、現在のパワーサプライが正しく動作していること、およびパワーサプライのモデルが

イメージファイルと一致していることを確認してください。 

• R5500G5では、システムボードとGPUモジュールで異なる電源セットが使用されます。この電源セ

ットは個別に更新する必要があります。 

• システムはパワーサプライのファームウェアを1つずつ更新しますが、更新中のパワーサプライはサ

ーバーに電力を供給できません。更新中のパワーサプライを除いて、少なくとも1つのパワーサプラ

イが存在し、正常に動作していることを確認してください。 

• パワーサプライのエラーを回避するために、サーバーの電源を入れたり切ったりしないでください。ま

た、更新中にパワーサプライを切断しないでください。 

• パワーサプライファームウェアは、次の更新方法をサポートしています。 

 Immediate update: 新しいファームウェアイメージが確認されたらすぐに開始します。 

 Update after power off: サーバーの電源を切ってから9秒後に開始します。 

パワーサプライのエラーを回避するために、サーバーの電源を入れたり、更新中にパワーサプ

ライを切断したりしないでください。 

• HDM-1.30.XXは電源オフ後の更新のみをサポートし、HDM-2.XXは即時更新と電源オフ後の更新

の両方をサポートします。 

• 電源モジュールの更新に失敗すると、電源モジュールが動作しなくなる場合があります。 

手順 

1. 図8に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 
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図8ファームウェアの更新ページ 

 

 
 

 
2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてPSUを選択します。次に、更新イメージ

ファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、イメージのアップロードに使用されるインターフェースのIPアドレス

を入力し、イメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてPSUを選択します。イメ

ージ名には、サフィックスを含める必要があります。 

b. Nextをクリックします。 

3. 図9に示すように、新しいファームウェアイメージのバージョンとパワーサプライ情報が正しいことを確

認し、Nextをクリックします。 

図9ファームウェアバージョンおよびパワーサプライ情報の確認 

 

 
4. サーバーは、新しいファームウェアイメージの更新方法に応じて、サーバーの電源を切った直後ま

たは電源を切った後に更新を開始します。 

各電源装置の更新結果を表示するには、操作ログページにアクセスします。 

新しいファームウェアは、パワーサプライが正常に更新された後、パワーサプライに対して自動的に
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有効になります。 

 

BPCPLDまたはPSWCPLDのファームウェアの更新 

ドライブバックプレーンファームウェア(BPCPLD)およびPCIeスイッチボードファームウェア(PSWCPLD)を更

新するには、次の作業を実行します。 

BPCPLDファームウェアおよびPSWCPLDファームウェアの更新のサポートは、サーバーモデルまたは

HDMのバージョンによって次のように異なります。 

• BPCPLDファームウェアアップデートは、次のG3サーバーおよびG5サーバーでのみ使用できます。 

 G3サーバー:B5800G3、R2700G3、R4300G3、R4700G3、R4900G3、R4950G3、R5300G3、

R6700G3、R6900G3、およびR8900G3。 

 G5サーバー:B5700G5を除くすべてのG5サーバー。 

• PSWCPLDファームウェアのアップデートは、R5500G5のHDM-2.17以降のバージョンでのみ利用可

能です。 

制限事項およびガイドライン 

• ドライブバックプレーンまたはPCIeスイッチボードのファームウェアは1つずつ更新されます。新しい

ファームウェアを有効にするには、BPCPLDの更新後にHDMを再起動するか、PSWCPLDの更新

後に電源コードを再接続してサーバーの電源を入れ直す必要があります。 

• 更新操作は、アップロードされたBPCPLDイメージファイル(バックプレーンファームウェアイメージフ

ァイル)によってサポートされるドライブバックプレーンだけを更新します。 

• ドライブバックプレーンまたはPCIeスイッチボードの交換後にファームウェアを更新するには、新しく

取り付けられたドライブバックプレーンまたはPCIeスイッチボードを識別するために、まずサーバー

の電源を入れます。 

• 更新が失敗すると、システムは自動的に再試行します。ユーザーがトリガーした更新タスクごとに

最大2回の再試行が許可されます。 

• 更新が何度も失敗する場合は、テクニカルサポートに連絡して、別の方法で再試行してください。 

• 更新の失敗を避けるために、更新プロセス中にサーバーの電源を入れたり、電源装置を切断したり

しないでください。 

前提条件 

• HDM Webインタフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照してく

ださい。 

• テクニカルサポートからBPCPLDまたはPSWCPLDのファームウェアの最新バージョンを設定端末

にダウンロードします。更新が正常に行われるようにするには、ファームウェアイメージにベンダー

の署名があり、改ざんされていないことを確認してください。 

手順 

更新手順は、BPCPLDおよびPSWCPLDのファームウェアと同じです。この項では、例としてBPCPLDフ

ァームウェアを更新します。 

BPCPLDファームウェアを更新するには、以下の手順に従ってください。 

1. 図10に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 
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図10 Firmware updateページ 

 

2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてBPCPLDを選択します。次に、更新イ

メージファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、イメージのアップロードに使用するインターフェースのIPアドレスを

入力し、イメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてBPCPLDを選択します。

イメージ名にはサフィックスを含める必要があります。 

b. Nextをクリックします。 

3. 更新するドライブバックプレーンを選択し、新しいファームウェアイメージのバージョンが正しいこと

を確認して、次へをクリックします。 

図11 ドライブのバックプレーンの選択とファームウェアバージョンの確認 

 

 
4. サーバーの電源が入っている場合は、サーバーの電源を切ります。サーバーの電源を切ってから9

秒後にファームウェアの更新が開始されます。 

5. 更新が完了したら、HDMを再起動して新しいBPCPLDファームウェアを有効にします。 

新しいPSWCPLDファームウェアを有効にするには、電源コードを再接続してサーバーの電源を入れ

直します。 
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LCDファームウェアの更新 

LCDファームウェアのアップデートは、R6700G3、R6900G3、R8900G3、R4700G5、R4900G5、R4950G5、

およびR6900G5でのみ利用できます。 

制限事項およびガイドライン 

LCD表示の例外を回避するには、更新中にHDMを再起動したり、サーバーから電源を切断したりしないでく

ださい。 

アップデートに失敗すると、LCDが動作しなくなる場合があります。その場合は、再度LCDファームウェア

をアップデートしてみてください。アップデートに時間がかかり、アップデート中にLCDが使用できなくなる

場合があります。 

新しいLCDファームウェアは、更新が完了すると自動的に有効になります。 

LCDファームウェアイメージをアップロードしてLCDファームウェアを更新できるのは、LCDがサーバーに接

続された後だけです。 

前提条件 

• HDM Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• テクニカルサポートから最新バージョンのLCDファームウェアを設定端末にダウンロードします。正

常に更新するには、ファームウェアイメージにベンダーの署名があり、改ざんされていないことを確

認してください。 

手順 

1. 図12に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

図12 ファームウェアのアップデートイメージ 

 

 
 

 
2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてLCDを選択します。次に、更新イメージ

ファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、イメージアップロードに使用するインターフェースのIPアドレスとイ

メージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてLCDを選択します。イメージ名には

接尾辞を含める必要があります。 
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b. Nextをクリックします。 

3. 現在のイメージバージョンとイメージファイルバージョンが正しいことを確認して、Nextをクリックします。 

図13 ファームウェア情報の確認 

 

GPUCPLDファームウェアの更新 

GPUのCPLDファームウェアを更新するには、次の作業を実行します。 

制限事項およびガイドライン 

この機能は、R5300G3のHDM-2.16以降のバージョンでのみ使用できます。 

複数のGPUが存在する場合は、アップロードされたGPUCPLDイメージでサポートされているGPUだけが更

新されます。 

GPUの更新に失敗した場合、システムは再試行します。最大2回の再試行が許可されます。BIOSは更新

プロセス中に複数回再起動します。 

この機能は、サーバーの電源が入っている場合にのみ使用可能です。更新プロセス中は、サーバーの電

源を切ったり、サーバーの電源を切断したりしないでください。この場合、更新が失敗するか、GPUを識別

できない可能性があります。 

前提条件 

• HDM Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照し

てください。 

• テクニカルサポートから最新バージョンのGPUCPLDファームウェアを設定端末にダウンロードしま

す。正常に更新するには、ファームウェアイメージにベンダーの署名があり、改ざんされていないこ

とを確認してください。 

手順 

1. 図14に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 



17  

図14 ファームウェアの更新イメージ 

 

 

2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてGPUCPLDを選択します。次に、更新イ

メージファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、イメージのアップロードに使用するインターフェースのIPアドレスを

入力し、イメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとしてGPUCPLDを選択します。

イメージ名にはサフィックスを含める必要があります。 

b. 次へをクリックします。 

3. ターゲットGPUを選択し、GPU情報、現在のイメージバージョン、およびイメージファイルバージョン

が正しいことを確認して、Nextをクリックします。 

図15 ファームウェア情報の確認 

 

 
4. 更新後、新しいファームウェアを有効にするために、電源コードを再接続してサーバーの電源を

入れ直します。 

 

GPUFPGAファームウェアの更新 

GPUのField Programmable Gate Array(FPGA)ファームウェアを更新するには、次の作業を実行します。 

制限事項およびガイドライン 

この機能は、R5300G5のHDM-2.25以降のバージョンでのみ使用できます。 

この機能は特定のGPUに対してのみ使用可能です。複数のGPUが存在する場合は、アップロードされた

GPUFPGAイメージでサポートされているGPUのみが更新されます。 
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GPUの更新に失敗した場合、システムは再試行します。最大2回まで再試行できます。 

この機能は、サーバーの電源が入っている場合にのみ使用可能です。更新プロセス中は、サーバーの電

源を切ったり、サーバーの電源を切断したりしないでください。この場合、更新が失敗するか、GPUを識別

できない可能性があります。 

前提条件 

• HDM Webインタフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers HDM User Guide」を参照してく

ださい。 

• テクニカルサポートから最新バージョンのGPUFPGAファームウェアを設定端末にダウンロードし

ます。正常に更新するには、ファームウェアイメージにベンダーの署名があり、改ざんされていない

ことを確認してください。 

手順 

1. 図16に示すように、ファームウェアの更新ページを入力します。 

図16 ファームウェアの更新イメージ 

 

 

2. 作業ペインで、次のタスクを実行します。 

a. イメージのアップロード方法を選択します。 

− Localを選択した場合は、ファームウェアタイプとしてGPUFPGAを選択します。次に、更新イ

メージファイルを参照して選択します。 

− TFTPを選択した場合は、イメージのアップロードに使用するインターフェースのIPアドレスを

入力し、イメージ名を入力します。次に、ファームウェアタイプとして[GPUFPGA]を選択しま

す。イメージ名にはサフィックスを含める必要があります。 

b. Nextをクリックします。 

3. ターゲットGPUを選択し、GPU情報、現在のイメージバージョン、およびイメージファイルバージョン

が正しいことを確認して、Nextをクリックします。 
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図17 ファームウェア情報の確認 

 

4. 更新後、新しいファームウェアを有効にするために、サーバーの電源を入れ直します。 

 

FISTからのファームウェアの更新 

FIST Webインターフェースは、時間の経過とともに変更される場合があります。このセクションの図は説明

のみを目的としています。 

この機能は、FIST-2.00.21以降で使用できます。 

更新手順は、HDM、BIOSおよびCPLDファームウェアの場合と同じです。このセクションでは、例として3

つのサーバーのHDMを更新します。 

 

制限事項およびガイドライン 

• FISTから複数のサーバー上のHDM、BIOS、またはCPLDファームウェアを一括更新する前に、更

新エラーを回避するためのベストプラクティスとして、1つのサーバー上のファームウェアを更新してく

ださい。 

• HDMとBIOSの両方を更新するには、ベストプラクティスとして最初にHDMを更新してからBIOSを更

新します。HDMのプライマリイメージとバックアップイメージの両方を同じバージョンに更新してくださ

い。 

• FISTからHDM、BIOS、またはCPLDを更新しても、ユーザー設定の設定は保持されます。 

• サーバーの一括更新中にシステムが特定のサーバーの更新に失敗した場合は、サーバーをインベ

ントリしてから再配置するか、HDMからサーバーを更新します。問題が解決しない場合は、テクニカ

ルサポートに連絡してください。 

 

前提条件 

• FIST Webインターフェースにサインインします。詳細は、「H3C Servers FIST User Guide」を参照して

ください。 

• 更新用のリポジトリを取得します。詳細は、「H3C Servers REPO User Guide」を参照してくだ

さい。 
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手順 

リポジトリを追加する 

1. 図18に示すように、ナビゲーションペインで、Menu > Templates > Repositoriesを選択してペー

ジを入力します。 

図18 リポジトリ管理ページ 

 

 

2. Add Repositoryをクリックします。表示されるダイアログボックスで、必要に応じてパラメータを構成

し、OKをクリックします。 

ローカルパスタイプを選択した場合は、図19に示すように、リポジトリをアップロードします。リ

ポジトリの追加の詳細は、「H3C Servers FIST User Guide」を参照してください。 

アップロードされたインベントリがイメージリストに追加されます。Inventoryを見るためにMenu > 
Templates >Imagesページ にアクセスできます。 

 

図19 REPOのアップロード 
 

 

 

リポジトリのインベントリを手動で作成する 

FISTバージョンが2.00.22以降の場合は、この項をスキップします。このようなバージョンのFISTでは、リポジ

トリの追加後にリポジトリが自動的にインベントリされます。 

リポジトリをインベントリする手順は、次のとおりです。 

1. 図20に示すように、Inventoryを作成するリポジトリのActions列で「インベントリ」をクリックします。

これにより、選択したリポジトリが自動的にインベントリされます。 
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図20 リポジトリのインベントリ作成 

 

2. 図20に示すように、インベントリが完了すると、リポジトリのstatus列にはInventoriedとインベントリ

が完了した時刻が表示されます。 

3. ターゲットリポジトリのRepository Name列のリンクをクリックします。リポジトリ詳細ページが開き、

リポジトリ情報が表示されます。 

 

FISTにサーバーを手動で追加する 
 

 

FIST SMSサーバーノードを追加する前に、OSのファイアウォールを無効にします。 
 

1. ナビゲーションペインで、Menu > Devices > Server Listを選択します。 

2. Addをクリックします。 

3. Methodダイアログボックスで、Add Manuallyを選択します。 

 

図21 方法の選択 

 

 
4. 次のいずれかのタスクを実行します。 

 HDMサーバーノードを追加するには、Device typeでHDMを

選択します。HDMのIPアドレスおよびデバイス名を指定します。 

UsernameおよびPasswordフィールドで、HDM管理者アカウントのユーザー名とパスワードを

FISTに指定します。管理者以外のアカウントが指定されている場合、ファームウェアの更新はサ

ポートされません。 
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図22 HDMサーバーノードの追加 

 

 
 FIST SMSサーバーノードを追加するには、Device TypeでFIST SMSを選択します。FIST 

SMSのIPアドレスおよびサーバー名を指定します。 

図23FIST SMSサーバーノードの追加 
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5. 「閉じる」をクリックします。 

6. 前の手順を繰り返して、複数のサーバーを追加します。 

 

サーバーのインポート 

前提条件 

サーバーをFISTにインポートする前に、まずインポートするサーバーを含む有効なインポートファイルを準

備します。インポートファイルテンプレートをImport Devicesページでダウンロードし、必要に応じて図24に

示すようにデバイス情報を入力できます。 

図24 デバイス情報の入力 
 

 
手順 

1. ナビゲーションペインで、Menu > Devices > Server Listを選択します。 

2. Addをクリックし、Bulk Importを選択します。 

3. Upload Fileフィールドで、[…]をクリックしてインポートファイルを選択し、Uploadをクリックしてファイ

ルをアップロードします。FISTは、デバイスリスト上のファイル内のすべてのデバイスを表示します。 

4. FISTにインポートするサーバーを選択し、OKをクリックします。 

インポート処理には時間がかかる場合があります。cancelをクリックしてもインポート処理は中断されま

せん。 

図25 FISTへのサーバーのインポート 
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タスクを追加する 

1. ナビゲーションペインで、Menu > Server Deployment > Update Componentsを選択します。 

FISTがサーバーにインストールされると、localhostという名前のタスクが自動的に作成されます。

localhostという名前のタスクは削除できません。localhostという名前の別のローカルタスクは追加

できません。 

図26 コンポーネントの更新 

 

 
 

2. 図27に示すように、Addをクリックしてページを入力します。このページで、次の手順を実行します。 

a. (オプション)タスクの名前と説明を入力します。 

b. ターゲットサーバーを選択します。 

c. Repositoryリストからサーバーに割り当てるリポジトリを選択します。 

d. OKをクリックします。 

図27 タスクの追加 

 

タスクをインベントリおよび展開する 

1. ナビゲーションペインで、Menu > Server Deployment > Update Componentsを選択します。 

2. ターゲットタスクのActions列でInventoryをクリックします。表示されるダイアログボックスで、ター

ゲッリポジトリを選択します。 
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図28 タスクのインベントリ作成 

 

 

3. 図29に示すように、インベントリが完了すると、Deployリンクが表示されます。localhostという名前の

ローカルタスクは、他のタスクと一緒にはデプロイできません。 
 

重要: 

• タスク内の一部のサーバーでコンポーネントのインベントリ作成または展開に失敗しても、イン

ベントリ作成および展開プロセス全体に影響はありません。 

• タスクがインベントリまたは配布されている場合、FISTはタスク内の異常な状態にあるサーバー

を自動的にスキップします。タスク内のすべてのサーバーが異常な状態にある場合、インベントリ

を作成できません。 

 タスクをデプロイします。  
 

図29 インベントリ済み 

 

 
4. Deployをクリックします。図30に示すようなダイアログボックスが表示されます。HDMファームウェア

のバージョンを確認してHDMを更新するかどうかを決定し、ターゲットサーバーを選択します。 

デフォルトでは、ファームウェアの更新に使用できるすべてのコンポーネントが選択されています。 
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図30 タスクの配布 

 

 
5. OKをクリックします。 

6. 展開が完了したら、Logsをクリックして展開ログを表示します。 

7. タスク配布ログページを入力して、コンポーネントの配布結果を表示します。 

8. HDMを再起動し、更新手順を繰り返してプライマリイメージとバックアップイメージの両方を同じバ

ージョンに更新します。 

複数のサーバーのHDMを再起動するには、次のタスクを実行します。 

a. サーバーリストにアクセスして、ターゲットサーバーを選択します。 

b. Moreをクリックし、ldap-attributeを選択します。 

HDMを再起動すると、サーバーはFISTから数分間切断されます。「IPアドレス」列のセッションステー

トアイコンがサーバーリストページで緑色になるのを待ってから、次のステップに進みます。 

図31 複数のサーバーのHDMの一括再起動 

 

 
 

9. HDM Webインターフェースにログインし、ファームウェア更新ページにアクセスして、プライマリイメ

ージとバックアップイメージの両方が正常に更新されたことを確認します。詳細については、「H3C 

Servers HDM User Guide」を参照してください。 


